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湯
本
温
泉
か
ら
暴
力
追
放

市
長
が
経
過
を
発
表

放送された記者会見の様子
( ＴＹＳテレビを撮影)

8
月
2
日
、
暴
力
追
放
県
民
会

議
長
門
支
部
長
で
あ
る
福
田
市
長

は
、
記
者
会
見
を
行
い
、
湯
本
温

泉
旅
館
『
小
松
別
荘
』
か
ら
暴
力

団
関
係
者
を
排
除
し
た
経
過
を
発

表
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

『
小
松
別
荘
』
は
、
多
額
の
負
債

を
か
か
え
、
昭
和
5
9年
7
月
に
、

債
権
者
が
競
売
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
情
報
を
得
た
暴
力
団
五
代

目
合
田
一
家
の
李
総
長
は
、
自
分

が
代
表
の
政
治
結
社
、
三
愛
同
志

会
の
会
長
な
ど
4
人
を
『
小
松
別

荘
』
の
役
員
に
送
り
込
み
、
旅
館

の
経
営
に
乗
り
出
す
動
き
を
見
せ

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
暴
力
追
放
県
民

会
議
長
門
支
部
は
、
市
民
を
は
じ

め
地
域
社
会
の
秩
序
維
持
や
全
国

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
へ
悪
い
印
象

を
与
え
る
こ
と
を
考
え
て
湯
本
温

泉
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る
運
動

を
強
力
に
す
す
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
警
察
の
指
導
と

協
力
を
得
て
、
競
売
さ
れ
る
『
小

松
別
荘
』
の
取
得
を
、
Ｓ
弁
護
士

に
依
頼
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
暴
力
追
放
県
民
会

議
長
門
支
部
、
湯
本
温
泉
旅
館
協

同
組
合
、
商
工
会
議
所
、
湯
本
地

区
の
人
達
が
暴
力
追
放
の
運
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
昭
和
6
2
年
1
1
月
に

山
口
地
方
裁
判
所
萩
支
部
で
行
わ

れ
た
競
売
で
、
『
小
松
別
荘
』
を
1

億
8
、
8
5
6

万
円
で
落
札
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
相
手
方

は
、
賃
借
権
、
占
有
権
な
ど
を
理

由
に
裁
判
所
に
訴
え
、
つ
い
に
は

最
高
裁
判
所
に
ま
で
抗
告
す
る
な

ど
抵
抗
し
、
『
小
松
別
荘
』
か
ら
立

退
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

暴
力
追
放
県
民
会
議
長
門
支
部

や
湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
な
ど

が
中
心
に
な
っ
て
、『
暴
力
団
を
湯

本
に
入
れ
な
い
』
と
い
う
強
い
姿

勢
で
粘
り
強
く
、
再
三
に
わ
た
っ

て
施
設
の
引
渡
し
要
求
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
8
月
1
日
の

夜
、
な
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
施

設
の
引
渡
し
を
行
い
、
相
手
は
完

全
に
退
去
し
ま
し
た
。

以
上
が
発
表
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
力
で

長
門
の
ま
ち
か
ら
暴
力
を
締
め
出

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
暴
力
追
放
へ
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山口県知事選挙の結果 投票率は
56. 79％7 月31日に行われた、山口県知事選挙の長門市の結果をお知らせします。

今回の投票率は、前回より6. 18%高い56. 79%でした。

＊開　票　結　果＊

・平　井　　　龍
8, 415票

・ほそさこ　朝夫

2, 749票

有効投票数

11, 164票

無効投票数

141票

投票総数

11, 305票

投票所別 投票状況

投 票所 当日有権者数 投票者数 投票率

通 1, 504人 873人 58. 05%
田の浦 544 343 63. 05
仙崎1 2, 262 1, 114 49. 25
仙崎2 1, 312 746 56. 86
白　　潟 885 547 61. 81
大日比 290 244 84. 14
大　 泊 360 260 72. 22
青　 海 241 162 67. 22
田　 屋 624 362 58. 01
湊 1, 560 731 46. 86

正明市 3, 403 1, 840 54. 07
上の原 1, 666 776 46. 58
板　 持 1, 166 648 55. 57
河　 原 770 443 57. 53
湯　 本 1, 004 561 55. 88
渋　 木 568 370 65. 14
真　 木 204 170 83. 33
大　　垰 52 41 78. 85
木　 津 300 212 70. 67
大羽山 464 330 71. 12
湯　 町 729 532 72. 98

計 19､908 11, 305 56. 79

正明市投票所の
投票風景

男女別 投票状況

当日有権者数 投票者数 投票率
男 8, 996人 4, 813人 53. 50%
女 10､912人 6, 492人 59. 49%
計 19, 908人 11, 305人 56. 79%



困
り
ま
ず

ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

指
定
の
紙
袋
以
外
は
収
集
し
ま
せ
ん

長
門
市
は
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
、
ご
み
は
“
指
定
の
紙
袋
”
に

入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
く
方
法
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
広
報
の
取
材

途
中
に
市
民
か
ら
『
ご
み
の
集
荷

場
所
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ

た
ご
み
が
収
集
さ
れ
な
い
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
。』
『
残
っ
た
袋
の
中

の
生
ご
み
が
腐
敗
し
て
悪
臭
が
す

る
。』
『
収
集
の
と
き
ビ
ニ
ー
ル
袋

も
つ
い
で
に
持
っ
て
い
け
ば
良
い

の
に
・…
』な
ど
の
苦
情
を
聞
き
ま

し
た
。

早
速
、
環
境
衛
生
係
で
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、『
委
託
業
者
に
は
指

定
の
紙
袋
以
外
の
も
の
で
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
し
な
い
よ
う
指
示

し
て
あ
る
。』そ
の
理
由
は
、『
指
定

の
紙
袋
以
外
の
も
の
も
収
集
す
る

と
以
前
と
同
じ
に
な
っ
て
指
定
の

紙
袋
収
集
と
い
う
制
度
が
崩
壊
し

て
し
ま
う
。』
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。環

境
衛
生
係
で
は
、
毎
日
、
そ

の
日
の
収
集
地
区
を
巡
回
し
て
収

集
さ
れ
ず
残
っ
て
い
る
袋
に
、
指

定
の
紙
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
お
願
い
の
紙
を
は

り
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
も
ま

だ
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合口
は
、
付

近
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
職

員
が
収
集
し
て
い
る
が
困
っ
て
い

る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
8
月
3
日
か
ら
5
日

の
3
日
間
（
水
・
木
・
金
）
ご
み

収
集
車
に
同
行
し
た
の
で
実
状
を

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
日
は

不
燃
物
収
集
の
日
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

指
定
の
袋
は

二
つ
だ
け

木
の
枝
は
小
さ
く
切
っ
て
。

不
燃
物
は
別
の
日
に
！

ビ
ニ
ー
ル
袋
、

缶
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

の
中
に
指
定
の
袋
が

一
つ
、
二
つ

整然と出されたごみ袋
乱雑に出されたごみ袋

今
回
は
、
仙
崎
市
街
、
駅
前
、

湊
、
正
明
市
、
上
川
西
地
区
を
回

り
ま
し
た
。
ご
み
収
集
の
開
始
は

朝
6
時
3
0分
か
ら
で
す
。
収
集
車

は
音
量
を
し
ぼ
っ
て
み
す
ゞ
の
童

謡
を
な
が
し
て
い
ま
す
。
8
時
す

ぎ
ま
で
は
睡
眠
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
と
の
気
配
り
で
す
。

大
部
分
の
集
荷
場
所
で
は
、
指

定
の
紙
袋
で
整
然
と
出
さ
れ
、
収

集
作
業
も
順
調
に
進
み
ま
す
。

ま
た
、
収
集
車
が
移
動
し
た
あ

と
付
近
を
掃
除
す
る
人
を
見
か
け

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
を
指
定
の
袋

に
入
れ
替
え
て
お
ら
れ
た
区
長
さ

ん
や
集
荷
場
所
付
近
の
婦
人
が
お

ら
れ
感
心
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
指
定
の
袋

に
は
入
れ
な
い
、
不
燃
物
も
可
燃

物
も
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
も
手
さ
げ
袋

も
、
収
集
日
も
関
係
な
く
、
自
分

の
都
合
だ
け
で
ご
み
を
出
し
て
い

る
人
の
多
い
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。

小
単
位
の
家
庭
で
構
成
さ
れ
た

集
荷
場
所
は
整
然
と
し
て
い
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
家
庭
が
対
象
の

集
荷
場
所
は
悪
い
よ
う
で
し
た
。

誰
が
出
し
た
か
分
か
ら
な
い
、

と
い
う
気
持
か
ら
、
乱
雑
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
ル
ー
ル
は
守
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

“
ど
こ
か
で
　
だ
れ
か
が
　
う
ま

く
や
っ
て
る
の
だ
ろ
う
”
は
テ
レ

ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
け
に
し
て

欲
し
い
で
す
ネ
。



老 齢福 祉 年金受 給 者 は

所得状況届の提出が必要です

老
齢
福
祉

年
金
を
受
け

て
い
る
人（
み

ど
り
色
の
証

書
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
人
）

は
、
毎
年
所

得
状
況
届
を

提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の

届
は
、
市
を

経
由
し
て
県

知
事
へ
提
出

す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

所
得
状
況
届
は
、
老
齢
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
本
人
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
昭
和
6
2

年
分
の
所
得
額
な
ど
を
届
出
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和

6
3年
8
月
以
後
の
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
判
定
す
る
大
切
な
届
で
す
。

こ
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
1
2

月
支
給
分
(
1
1
月
に
支
払
）
を
受

け
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で

所
得
状
況
届
の
出
張
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
国
民
年
金
証
書
と
印

鑑
を
持
っ
て
指
定
の
場
所
で
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
は

国
民
年
金
係
（
内
線
1
4
3
・
1
4
4
）

日程表

月　　　日 時　　 間 と　 こ　 ろ 対　 象　 区

9 月5 日
( 月)

9: OO ～
12 :  00

市　 役　 所
玄 関 ロ ビ ー

東 深 川 全 区

9 月6 日
( 火)

9: 30 ～
11 :  30

上ノ原公会堂
下 川 西 、 上 ノ原 、 後 ヶ 迫
開 作 、 境 川 、 上川 西 全 区

13 :  30～
15 :  30

河 原 公 会 堂 板 持 全 区 、 河 原 、 殿 台
大 河 内 、 小 河 内

9 月7 日
( 水)

9: 30 ～
11 :  30

大谷屋旅館
車　 庫

門 前 、 湯 本 、 三 ノ 瀬

9: 30 ～
11 :  30

大畑小学校 渋 木 全 区 、 真 木

13 :  30～
15 :  30

俵 山 公 民 館 俵 山 全 区

9 月8 日
( 木)

9：30～
11 :  30

通 公 民 館 通 全 区

13 :  30～
15 :  30

仙 崎 公 民 館 仙 崎 全 区

「
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

戦
没
者
遺
族
と
旧
軍
人
軍
属
は

至
急
届
出
を
／・
」

1
　
こ
の
度
の
、
第
2
次
大
戦
に

関
す
る
勤
務
（
昭
和
1
5年
4
月

2
9日
以
降
）
に
従
事
し
て
亡
く

な
っ
た
旧
軍
人
軍
属
な
ど
で
、

叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い
遺

族
。

2
　
昭
和
1
5年
5
月
以
降
昭
和
2
1

年
4
月
ま
で
の
間
に
、
定
例
の

叙
位
叙
勲
の
発
令
が
行
わ
れ
た

が
、
勲
記
や
勲
章
が
伝
達
さ
れ

て
い
な
い
旧
軍
人
軍
属
又
は
そ

の
遺
族
。

3
　
昭
和
1
9年
1
月
以
降
昭
和
2
1

年
4
月
ま
で
の
間
に
、
定
期
ま

た
は
臨
時
叙
位
の
発
令
が
行
わ

れ
た
が
、
位
記
が
伝
達
さ
れ
て

い
な
い
旧
軍
人
軍
属
又
は
そ
の

遺
族
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
こ
の
事
務
の

取
扱
い
が
来
年
（
6
4年
）
4
月
で

終
了
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
県
庁
援
護
老
人
課
に
申
出
て

下
さ
い
。

詳
細
は
、
厚
生
省
援
護
局
庶
務

課
叙
位
叙
勲
調
査
室
へ

〒
1
0
0
‐
4
5
　東
京
都
千
代
田
区
霞

ヶ
関
1
‐
2
‐
2

0
3‐
5
0
1
‐
2
0
4
4

目
で
見
る
県
政
教
室参

加
者
募
集

期
日
　
9
月
2
0
日
火

案
内
先県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

県
農
業
試
験
場

参
加
資
格

1
8
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

募
集
人
員
　
4
0人
程
度

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。

参
加
料
は
、
1
人
1

、Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

日
程
の
詳
細
は
参
加
者
に
通

知
し
ま
す
。

締
切
り
　
9
月
6
日

申
込
み
先
と
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

職
業
・
年
齢
・
自
宅
の
電
話

番
号
を
書
い
て

〒
7
5
3
　
山
口
市
滝
町
1
‐
1

山
口
県
庁
広
報
課
『
目
で
見
る
県

政
教
室
』
係

作

品

募
集

ふ
る
さ
と
の

”顔
”

写
真
・
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
資
格

山
口
県
民
と
出
身
者

応
募
内
容

・
写
真
の
部
　
白
黒
又
は
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
で
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ

以
上
、
組
写
真
（
5
枚
以
内
）

も
可
。
1
人
何
点
で
も
可
。

・
ビ
デ
オ
の
部
　
作
品
時
間
は
1
0

分
以
内
の
も
の
、
テ
ー
プ
規
格

自
由
、
1
人
何
点
で
も
可
。
8

ｍ
フ
イ
ル
ム
な
ど
を
ビ
デ
オ
に

編
集
し
た
も
の
も
可
。

応
募
締
切
　
1
0
月
1
日
土
必
着

応
募
先
・
問
合
せ
先

〒
7
5
3山
口
市
滝
町
1

‐
1
　

山
口

県
企
画
部
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推

進
室
内
　

山
口
県
ふ
る
さ
と
づ

く
り
県
民
会
議
「
ふ
る
さ
と
の

”顔
”
写
真
・
ビ
デ
オ
コ
ン
テ

ス
ト
」
係

0
8
3
9
-
2
2
-
3
1
1
1

内
線
2
3
6
0

・
2
3
6
1

「
健
康
づ
く
り
等
に

関
す
る
標
語
・
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
」
募
集

募
集
対
象

小
・
中
学
生
、
一
般
（
高
校
生

を
含
む
）

健
康
づ
く
り

・
標
語
　
官
製
は
が
き
1
枚
1
点

・
作
文
　
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
4
枚

以
内

・
ポ
ス
タ
ー
　
輻
5
1
5
m
、
縦
3
6
4
m

の
4
ツ
切
画
用
紙

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

入
れ
な
い
こ
と
。

が
ん
予
防

・
ポ
ス
タ
ー
　
幅
5
1
5
m
、
縦
3
6
4叩

の
4
ツ
切
画
用
紙

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
が
ん
予
防
」
を
挿
入

応
募
締
切
　
9
月
5
日

作
品
の
送
り
先
　
長
門
保
健
所

み んな で 話し 合 つてみ ませ ん か
第2 回長門･ 大津 地区 交通 安全のつ どい が開催 さ れます。 あな たも参加 して み ませ ん か

と　 き9 月14 日（水） 午前9 時30 分 から
ところ … 長門 市中 央公民 館　 大講堂

≪内容≫･小学校・中学校・一般・高齢者の交通安全意見発表
交通安全スロ ーガン入選作品発表

警 察 音楽 隊 の演 奏 、あ おい 幼 稚 園 児 ・ 長門 高 等 学 校ブ ラ ス バン ド の 市 内 パレ ード 等 、
沢 山 の 行事 がお こ な わ れ ま す。 主催：長門交通安全協会



「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
号
」

の
出
発
式

7
月
2
6日
、
Ｊ
Ｒ
長
門
市
駅
と

津
和
野
駅
間
を
結
ぶ
イ
ベ
ン
ト
列

車
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
号
」
の
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
お
い
幼
稚
園
児
に
よ
る
演
奏

の
あ
と
、
福
田
市
長
ほ
か
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉

割
り
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
号
」は
、
毎

週
月
・
金
曜
日
を
除
き
8
月
3
1日

ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

市
長
夫
妻
の

一
日
里
親

7
月
2
9日
、福
田
市
長
夫
妻
が
、

俵
山
湯
の
家
の
子
ど
も
た
ち
3
6人

の
一
日
里
親
と
な
っ
て
、
只
の
浜

海
水
浴
場
へ
招
待
し
ま
し
た
。

長
門
市
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

8
月
6
日
、
市
民
参
加
に
よ
る

「
長
門
市
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
、
各
地
区
毎
に
行
わ
れ
、

約
2
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

道
路
や
側
溝
な
ど
に
散
乱
し
て

い
る
空
き
缶
な
ど
、
2
ト
ン
車
8

台
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

試
験
案
内

山
口
県
職
員
採
用
試
験

試
験
区
分
・
職
種
・
採
用
予
定
人
員

●
中
級
　
小
・
中
学
校
栄
養
±
5

Ｓ
3
8
・
4
・
2
か
ら
Ｓ
4
4
・
4
・
1

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
栄
養

士
の
免
許
の
あ
る
人
、
又
は
Ｓ

6
4・
3
ま
で
に
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
人
。

●
初
級
　
事
務
1
5・
土
木
4
・
林

業
2
・
交
通
巡
視
員
6
・
小
、中

学
校
事
務
1
0

Ｓ
4
2
・
4
・
2
か
ら
Ｓ
4
6
・
4
・
1

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
交
通
巡

視
員
は
女
子
の
み
）

●
保
健
婦
3
　
助
産
婦
2

い
ず
れ
も
Ｓ
3
7
・
4
・
2
か
ら
Ｓ

4
3・
4
・
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
資
格
を
有
す
る
人
。
Ｓ
6
4
・

3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
、

又
は
第
7
5回
保
健
婦
国
家
試
験
、

第
7
2回
助
産
婦
国
家
試
験
に
合

格
し
て
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
人
。

●
看
護
婦
1
0

Ｓ
3
8
・
4
・
2
か
ら
Ｓ
4
4
・
4
・
1

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
免
許
の

あ
る
人
、
Ｓ
6
4
・
3
月
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人
、
又
は
第
7
7

回
看
護
婦
国
家
試
験
に
合
格
し
、

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
人
。

受
付
期
間

8
月
2
0
日
土
～
9
月
1
2
日
月

第
1
次
試
験
　
1
0
月
1
6
日
日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
山
口
県
人
事

委
員
会
へ
　
〒
7
5
3山
口
市
滝
町

1
の
1
　
0
8
3
9
⑩
3
1
1
1

（
内
線
3
9
6
5

）

行
政
書
士
試
験

日
時
　
1
0
月
2
3
日
日

場
所
　
県
庁
　
職
員
ホ
ー
ル

受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
な
ど
、
詳
細
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

試
験
科
目
（
筆
記
試
験
）

行
政
書
士
の
業
務
に
必
要

な
法
令（
憲
法
・
行
政
法
な
ど
）

一
般
常
識
　
　
　

作
文

受
験
願
書
の
受
付
期
間

9
月
1
日
～
9
月
2
0日

試
験
手
数
料
　
5

、
0
0
0
円

願
書
の
請
求
や
提
出
、
そ
の
他
問

合
せ
先
〒
7
5
3山
口
市
滝
町
1
の
1

総
務
部
地
方
課

0
8
3
9
⑩
3
1
1
1

（
内
線
2
2
3
3

）

入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格

S
4
0・
4
・
2
か
ら
S
4
6・
4・
1

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校

卒
業
程
度

採
用
予
定
数
　
約
5
5名

受
付
期
間
　
8
月
2
6日
～
9
月
8
日

試
験
日
　
1
0月
1
6・
1
7日

申
込
用
紙
請
求
と
問
合
せ
先

〒
7
3
0
　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀

6
の
3
0
　人
事
院
中
国
事
務
局

0
8
2
⑩
1
1
8
Ｑリ

自
衛
官
募
集

受
験
資
格

S
6
4・
3
月
高
校
卒
業
予
定
者

採
用
職
種

2
等
陸
海
空
士
・
曹
候
補
学
生

・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校
生

・
防
衛
医
科
大
学
校
生
・
看
護

学
生
・
婦
人
自
衛
官

※
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
萩
募
集

事
務
所0

8
3
8
2

②
2
4
0
9

へ

善
意
通
訳
（
グ
ッ
ド

ウ
ィ
ル
ガ
イ
ド
）
募
集

応
募
資
格

１
　
年
齢
1
8
歳
以
上

２
　
語
学
力
等
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
基
づ
き
、外
国
人
旅
行
者

に
対
し
、道
案
内
や
状
況
に
応
じ

た
簡
単
な
通
訳
等
が
行
え
る
程

度
の
語
学
力
を
有
し
て
い
る
者

外
国
語
　
英
語
、仏
語
、西
語
、
独

語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
そ
の
他

応
募
先
及
び
問
合
せ
先

〒
7
5
3
　
山
口
市
滝
町
1
の
1

商
工
労
働
部
商
業
観
光
課
　
観

光
振
興
係
　
　
0
8
3
9

⑩

3
1
1
1
（
内
線

2
8
4
3

2
8
4
4

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

長
門
高
校
の
ふ
る
さ
と
民
俗

資
料
見
学
と
講
演
会

と
き
　
8
月
2
8
日
日

午
後
1
時
～
3
時
3
0分

と
こ
ろ
（
集
合
場
所
）

長
門
高
校
民
俗
資
料
室

見
学
　
民
俗
資
料
約
4
千
点

講
師
　
熊
本
大
学
助
教
授
　
安
田

宗
生
先
生
「
長
門
の
民
俗

と
民
俗
資
料
」

主
催
・
長
門
市
歴
史
民
俗
資
料
館

の
建
設
を
す
す
め
る
会

み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を

福
祥
苑
・
長
門
福
祉
作
業

セ
ン
タ
ー
合
同
納
涼
大
会

日
時
　
8
月
2
0
日
土

午
後
3
時
～
午
後
9
時

内
容
　
バ
ザ
ー
、
盆
踊
り
、
カ
ラ

オ
ヶ
な
ど

場
所
　
小
河
内
　
福
祥
苑

お
問
合
せ
先

深
川
湯
本
小
河
内
　
福
祥
苑

②
6
4
2
3

市立図書館の閉館の時間を延長します

開館時間の延長の期間は
8月25日木～8月31日水 月曜日は休館
時間は午後7時まで

図書の閲覧、貸出をします

宿題の整理や読書にご利用ください

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、

み
ん
な
で
じ
や
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
、

す
い
か
わ
り
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。



保
健
婦
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

貧
血
に
ご
注
意

「
貧
血
」
と
は
、
血
液
量
が
少
な

い
の
で
は
な
く
、
血
液
が
う
す
い

状
態
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
赤

血
球
が
減
っ
た
り
、
赤
血
球
中
の

血
色
素
が
不
足
し
た
状
態
を
い
う

の
で
す
。

貧
血
の
判
定
方
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
血
液
中
の
血
色
素

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
の
量
で
み
る

の
が
一
般
的
で
す
。そ
の
基
準
は
、

男
性
1
3
.
0
g
以
上
女
性
万
1
2
.
0
g
以
上

が
正
常
で
、
そ
れ
未
満
は
貧
血
の

区
分
に
入
り
ま
す
。

貧
血
に
な
る
と
、
め
ま
い
、
ど

う
き
、
息
ぎ
れ
、
耳
鳴
り
、
疲
れ

や
す
い
と
い
っ
た
症
状
が
で
ま
す

が
、
軽
度
の
貧
血
で
は
無
自
覚
の

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

貧
血
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、

食
生
活
の
か
た
よ
り
や
、
た
ん
ぱ

く
質
、
鉄
分
が
不
足
し
て
お
こ
る

も
の
で
す
。
つ
い
で
子
宮
筋
腫
、

痔
、
胃
か
い
よ
う
な
ど
の
出
血
に

よ
る
も
の
で
す
。

適
切
な
食
事
に
よ
っ
て
も
貧
血

が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
原
因
と

な
る
病
気
が
か
く
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
医
者
さ
ん

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

貧
血
に
な
り
や
す
い
の
は
、
2
0

～
3
0歳
代
の
女
性
と
、
6
0歳
以
上

の
お
と
し
よ
り
で
す
。

市
で
実
施
し
て
い
る
一
般
健
診

に
も
、
貧
血
検
査
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
貧
血
の
有
無
を
確
認

す
る
た
め
に
も
、
年
1
回
、
是
非

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
よ
う
。

今
　
津
　
加
代
子
ち
ゃ
ん

（
2
歳
1
か
月
）

（
通
1
0区
）

ま
だ
2
歳
な
の
に
お
ま
せ
で
こ

ま
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
妹
お
も
い
の
や
さ
し
い

お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

（
母
　
実
加
さ
ん
）

舟
の

唄

わ
た
し
は
若
い
舟
だ
っ
た
。

あ
の
賑
や
か
な
舟
お
ろ
し
、

五
色
の
旗
に
か
ざ
ら
れ
て
、

は
じ
め
て
海
に
の
ぞ
む
と
き
、

限
り
知
ら
れ
ぬ
波
た
ち
は
、

み
ん
な
一
度
に
ひ
れ
伏
し
た
。

わ
た
し
は
強
い
舟
だ
っ
た
。

嵐
も
波
も
渦
潮
も
、

荒
れ
れ
ば
勇
む
舟
だ
っ
た
。

銀
の
魚
を
山
と
積
み
、

し
ら
し
ら
明
け
に
戻
る
と
き
や
、

勝
つ
た
戦
士
の
や
う
だ
っ
た
。

わ
た
し
も
今
は
年
老
い
て
、

瀬
戸
の
の
ど
か
な
渡
し
舟
。

岸
の
藁
屋
の
向
日
葵
の
、

ま
は
る
あ
ひ
だ
を
う
つ
う
つ
と
、

眠
り
な
が
ら
も
な
つ
か
し
い
、

む
か
し
の
夢
を
く
り
か
へ
す
。

ながと歴史散歩

第15回

浦
島
伝
説
な
が
と
版

八
百
比
丘
尼
と
仙
崎

仙
崎
に
、
こ
ん
な
伝
説

が
あ
る
。

仁
明
天
皇
の
嘉
祥
二
年

（
八
四
九
）、
紫
津
浦
の
網

に
大
き
な
カ
メ
が
か
か
っ

た
。
浦
人
た
ち
が
捕
ら
え

よ
う
と
し
た
が
、網
頭（
あ

み
が
し
ら
）
　の
翁
が
、
力

メ
を
海
に
か
え
し
た
。

救
わ
れ
た
カ
メ
が
、
や
が
て

美
女
の
姿
で
現
わ
れ
、
お
礼
に

彼
を
海
の
宮
殿
に
招
く
。

宮
殿
で
彼
は
、
何
気
な
く
の

ぞ
い
た
、
調
理
場
の
光
景
に
驚

い
た
。
ま
な
い
た
の
上
に
は
、

な
ん
と
、
赤
ん
坊
が
の
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。

宴
席
に
運
ば
れ
た
そ
の
肉
を
、

彼
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
っ
と
た
も
と
に
か
く
し
た
。

宴
も
そ
こ
そ
こ
に
、
宮
殿
を

出
た
彼
は
、
さ
し
む
け
ら
れ

た
大
き
な
ワ
ニ
に
乗
っ
て
、

浦
に
帰
っ
た
。（
青
海
島
に
、

い
ま
も
ワ
ニ
グ
リ
の
岩
が
あ

る
と
い
う
。）

家
に
帰
っ
て
着
替
え
を
す

る
と
き
、
彼
の
た
も
と
か
ら

落
ち
た
例
の
肉
を
、
居
合
わ

せ
た
娘
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

最
高
の
味
の
そ
の
肉
、
正
体
は

人
魚
で
あ
っ
た
。

人
魚
に
は
、
不
老
長
寿
の
霊

力
が
あ
る
と
い
う
。
娘
は
い
つ

ま
で
も
若
く
美
し
か
っ
た
。
彼

女
は
数
百
年
も
生
き
た
。
最
後

は
尼
僧
と
な
っ
て
、
若
狭
の
国

で
一
生
を
終
え
た
と
い
う
。
彼

女
を
八
百
比
丘
尼
（
は
っ
ぴ
ゃ

く
び
く
に
）
と
呼
び
、
福
井
県

小
浜
（
お
ば
ま
）
に
、
そ
の
遺

跡
が
あ
る
。

仙
人
出
現
の
地
と
し
て
、
仙

崎
の
名
が
生
ま
れ
た
と
も
い
う
。

仙
崎
の
地
名
に
は
、
い
ろ
い
ろ

の
説
が
あ
る
。
旧
称
、
瀬
戸
崎

が
な
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
い

ま
の
通
説
で
あ
る
。
　
（
文
）伝説を秘める青海島

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

ま

だ
陽

の

昇

り

き

ら

ぬ

頃

、

湊

漁

港

に
船

が

入

っ

て

き

ま

し

た

。

こ

の
船

は

、

昨

日

の

夕

方

青

海

島

沖

へ
出

て

、

漁

を

し

て

帰

っ
て

き
た

の

で

す

。

今

の

時

期

は

、
棒

受

網

で

主

に

う

る

め

鰯

が

と

れ

、

こ

れ

は

大

半

が

め

ざ

し

に

加

工

さ

れ

ま

す

。

鮮

度

を

保

つ
た

め

、

氷

を

入

れ

た

い

け

ま

に

入

れ

て

持

ち

帰

っ

た

中

か

ら

、

さ

ば

ご

、

き

び

な

ご

な

ど

手

早

く

選

り

出

し

ま

す

。

港

に

は

次

々

に
船

が

入

っ
て

、

家

族

総

出

の

作

業

で

活

気

に
満

ち

て

き
ま

し

た

。

市の人口( 8 月1 日現在)

面　 積　152. 29k ㎡

人 口27, 190 人（－8 ）

男　12, 756 人（－8 ）

女　14, 434 人（土Ｏ）

世帯数　8, 591 世帯（－5 ）

（　）は前月比

今月の納税

市民税 第2期

納期8 月31 日

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」
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